
　
七
月
八
日

　
七
時
過
起
床
。
今
日
も
猛
暑
で
あ
る
。
樹
木
は
ソ
ヨ
と
も
動
か
ぬ
が
家
の

中
の
空
気
は
微
妙
に
動
い
て
い
る
。
ウ
サ
ギ
の
ツ
ト
ム
は
暑
さ
の
中
で
哲
学

者
に
な
り
、
小
猫
の
イ
ワ
ノ
フ
は
相
も
変
ら
ぬ
普
通
に
元
気
な
猫
だ
。
昨
日
、

一
階
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
土
間
で
、
怪
猫
ド
ン
兵
衛
と
面
会
し
た
。
ド
ン
兵
衛

は
大
き
な
白
黒
ブ
チ
の
野
良
猫
で
都
市
の
中
の
フ
テ
ク
サ
レ
・
ホ
ー
ム
レ
ス

猫
で
あ
る
。
人
間
を
ね
め
つ
け
る
眼
つ
き
が
凄
い
。
町
の
中
で
生
き
る
の
は

大
変
だ
ろ
う
と
思
わ
せ
る
。
流
石
に
私
も
野
良
猫
と
ニ
ラ
ミ
合
う
気
力
は
今

は
無
い
。
圧
力
を
感
じ
て
こ
ち
ら
の
方
が
眼
を
伏
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
二
週
間
程
Ｔ
Ｖ
が
故
障
し
て
い
て
、
Ｔ
Ｖ
を
視
な
い
生
活
が
続
い
て

い
る
が
、
確
実
に
そ
の
分
、
読
書
、
銅
版
画
は
す
す
ん
で
い
る
。
多
愛
な
い

も
の
だ
。
人
間
も
動
物
な
の
を
実
感
し
て
る
ん
だ
ろ
う
。

　
十
時
半
研
究
室
、
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
打
合
わ
せ
。
十
二
時
昼
食
さ
ぬ
き

う
ど
ん
。
三
〇
分
外
国
人
特
別
入
試
面
接
。
私
の
部
屋
の
チ
リ
の
ア
ベ
ル
面

接
。
合
格
と
な
る
。
十
三
時
過
雑
事
。
十
四
時
半
研
究
室
を
出
て
、
目
白
Ｇ

Ｋ
へ
。
十
五
時
栄
久
庵
憲
次
さ
ん
と
会
う
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
関
し
て
。
十
六
時
四
〇
分
研
究
室
に
戻
る
。
十
七
時
大
阪
よ
り
来
客
。

十
七
時
半
友
岡
清
秀
来
室
。
ア
ジ
ア
の
紙
の
見
本
持
参
。
研
究
室
発
。
只
今

十
八
時
過
新
宿
よ
り
京
王
線
稲
田
堤
へ
移
動
中
。
栄
久
庵
さ
ん
に
富
士
嶺
観

音
堂
の
写
真
を
送
ら
ね
ば
。
和
歌
山
の
道
具
寺
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
良
い
方

向
に
動
く
と
よ
い
が
。
十
八
時
半
厚
生
館
現
場
。
十
九
時
、
理
事
長
、
雲
描

き
島
倉
さ
ん
、
八
大
建
設
西
山
さ
ん
等
と
打
ち
合
せ
。
二
〇
時
半
修
了
。
そ

の
後
会
食
。
島
倉
さ
ん
、
大
い
に
語
る
。
妹
尾
河
童
の
話
し
も
出
た
り
し
て

な
つ
か
し
か
っ
た
。
妹
尾
太
郎
も
何
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
ね
。
二
十
三
時
前

修
了
。
二
十
四
時
前
世
田
谷
村
に
戻
る
。

　
七
月
九
日

　
朝
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
研
究
室
に
い
さ
さ
か
の
指
示
。
久
し
振
り
に
石
井
の
ス
ケ

ッ
チ
に
心
地
良
い
モ
ノ
を
感
じ
た
。
こ
の
人
の
感
応
力
は
良
い
。
猛
暑
の
中
、

杏
林
病
院
へ
。
下
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
土
間
で
再
び
、
怪
猫
ド
ン
兵
衛
と
会
う
。

ド
ン
兵
衛
の
眼
つ
き
は
実
に
イ
ヤ
な
モ
ノ
が
あ
る
の
だ
が
、
何
処
か
で
見
た

事
が
あ
る
ぜ
、
こ
の
眼
付
き
。
昼
前
、
世
田
谷
村
に
戻
る
。
今
日
は
こ
こ
で

色
々
と
ヤ
ル
。
伊
東
豊
雄
さ
ん
よ
り
久
し
振
り
に
電
話
あ
り
、
何
か
た
の
ま

れ
た
。
伊
東
さ
ん
じ
ゃ
、
イ
ヤ
と
言
え
な
い
ね
。
只
今
、
十
四
時
二
〇
分
。

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
で
、
家
の
中
を
片
付
け
た
り
し
て
い
る
。
工
夫
し

て
風
が
通
る
よ
う
に
し
た
。
銅
版
画
に
と
り
か
か
る
。
十
六
時
河
野
鉄
骨
来
。

こ
れ
か
ら
の
事
な
ど
相
談
す
る
。
京
王
稲
田
堤
の
二
つ
の
保
育
園
の
現
場
を

見
せ
て
、
次
に
何
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
か
を
伝
え
た
。
す
ぐ
実
験
し

て
み
る
と
の
事
で
あ
る
。
ヨ
シ
。
十
八
時
世
田
谷
に
戻
る
。
屋
上
庭
園
に
上

り
、
小
一
時
間
程
落
日
を
眺
め
な
が
ら
散
水
。
十
九
時
再
び
銅
版
に
取
り
組

む
。
烏
山
神
社
の
黒
い
森
を
眺
め
な
が
ら
風
呂
に
つ
か
っ
て
い
る
と
、
何
か

変
な
モ
ノ
が
身
体
を
動
か
せ
て
く
る
よ
う
だ
。
夜
半
、
北
の
風
が
家
の
中
を

吹
き
抜
け
て
心
地
よ
い
。
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